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MT-141に 関す る臨床 的検討

鵜 飼 徹 朗 ・山 岡 澄 夫 ・山 根 至 二 ・真 下 啓 明

東京厚生年金病院内科

新セファマイシン系抗生剤であるMT-141を 種 々の感染症に投与 し,臨 床的検討を行なった。呼

吸器感染症4例,尿 路感染症3例,胆 道系感染症3例 の計10例 にMT-141を 投 与し,著 効3例,

有効6例,や や有効1例 で有効率は90%で あった。 副作用 として1例 に下痢を認めたが,検 査値

の異常はなかった。

新しく開発されたセファマ イシ ソ系抗生剤MT-141

はCefmetazole(CMZ),Latamoxef(LMOX)に 似た

広い抗菌スペクトラムを有する。また各種 β一lactamase

に対 して安定で,invivoで 優れた抗菌力を示すという

特徴をもつ1・2,8)。本剤を種々の感染症に投与 し,そ の臨

床的効果,副 作用につき検討 したので報告する。

1.対 象および方法

対象は,昭 和57年1月 より昭和58年1月 まで当院内

科に入院した患者10名(男3名,女7名)で ある。年

齢はr40歳 か ら90歳 まで,平 均年齢67.7歳 であった。

疾患別では,呼 吸器感染症4例,尿 路感染症3例,胆 道

系感染症3例 である。投与方法は,慢 性腎不全にて透析

中の2症 例にはMT-1411.09を 生理食塩液IOmlに 溶

解,3分 間かけ1日1回 静注にて投与 した。その他には,

MT-1410.5～1.09を5%ブ ドウ糖または生理食塩液

100mlに 溶解,約30～60分 かけ1日2回 点滴静注し

た。投与期間は,5～10日 間 であった。なお,本i剤 投与

に際しては,い ずれも事前に皮内反応テス トを実施し,

陰性であることを確認 してから投薬を行なった。臨床効

果の判定に際しては,MT-141投 与 開始後速やかに症状

の改善を認め,中 止後 も再燃をみないも のを"著 効",

投与開始後明らかに症状の改善を認めたものを"有 効",

投与開始後症状の改善傾向を認めたものを"や や有効",

本剤投与により症状の改善を認めないものを"無 効"と

した。また本剤投与前後の起炎菌の消長をもとに して細

菌学的効果を"消 失","減 少","菌 交代","不 変"と 判

定した。副作用としては,自 他覚症状の他,血 液 ・尿な

らびに肝 ・腎機能の一般検査を投与前後施行 し比較検討

した。

II.結 果

症例は,Table1に 示 したとお りで,以 下におのおの

の症例につき概略を述べる。

① 呼吸器感染症(症 例NG1～4)

症例No.149歳,女 性,肺 炎。

糖 尿 病 性 腎症 に よる慢 性 腎 不 全 に て血 液 透 析 を週3回

施 行 して い た。 発 熱(38.9。C),胸 痛 を訴 え,胸 部 レ線

に て,両 下 肺 野 の陰 影 お よ び ラ音 を認 め た。 白血 球 数

12,100,赤 沈 値50mm(1時 間)で あ り,肺 炎 の診 断 に

て本 剤 を投 与 した。 本 剤((19×1×10日)投 与 で肺 野 陰

影 の改 善 が あ りや や 有 効 と判 定 した。

症 例No.290歳,女 性,肺 炎。

1週 来 の発 熱,咳,疾 を主 訴 と して 来 院。 レ線 上 右 下

肺 野 に陰 影 あ り,ラ 音 を聴 取 す る。 赤 沈 値52mrn(1時

間)で,膿 性 粘 稠療 を少 量 認 め,喀 疾 よ りP.mirabilis

を検 出 した。 本 剤(0.59×2×9日)投 与 で4日 目に は咳

・疾 が 軽 快 し,陰 影 の 改 善 が 著 明 で あ り,著 効 と判 定 し

たo

症 例No.347歳,男 性,急 性 気 管 支 炎 。

陳 旧 性 肺 結 核 に 自然 気 胸 を 合 併,入 院 加 療 中 で あ っ た

が,咳,疾(PM)を 認 め 急 性 気 管 支 炎 と診 断,本 剤 投

与 を開 始 した 。 本 剤(19×2×10日)投 与5日 目に は 咳

は軽 快,喀 疾 量 の減 少 を認 め 有 効 と判 定 した。

症 例No.478歳,女 性,肺 炎 。

心 筋 硬 塞 に て入 院 加 療 中 で あ っ た が,レ 線 上右 下肺 野

に陰 影,ラ 音 を聴 取 した。 肺 炎 の 合併 と診 断,本 剤 の 投

与 を開 始 した。 本 剤(19×2×9日)投 与5日 目で,咳 は

軽 快 し,有 効 と判 定 した。

2.尿 路 感 染 症(症 例NG5～7)

症 例No.557歳,男 性,急 性 腎 孟 腎 炎 。

失 外 套症 候 群 に よ る意 識 障害 の た め,膀 胱 内 カ テ ー テ

ル留 置 して い た が,発 熱(38。C),尿 沈 渣 白 血 球(帯),

尿 中 にP.mirabilis(105/m1以 上)を 検 出 した。 本 剤

(1g×2×6日)投 与 に て 解 熱,膿 尿 の改 善 を認 め 有効 と

判 定 した。 な お 投 与2日 目よ り下 痢 を認 め,投 与 終 了 後

お さ まっ た た め 副 作 用 と考 え られ たo

症 例No・640歳,女 性,急 性 腎 孟 腎 炎 。

1週 来 の頻 尿,腰 痛,発 熱(39.5。C)を 主 訴 と して 来

院,尿 沈 渣 白血 球(帯),尿 中 にEco〃(105/ml)を 検



156  CHEMOTHERAPY  AUG. 1984

Table 1 Clinical results of MT-141

* C .R.F.(Chronic renal failure)
** C .H.F.(Congestive heart failure)

Table 2 Laboratory findings before and after treatment with MT-141

B:Before treatment.

A:After treatment.
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出 した。 本 剤(1g×2×7日)投 与 に て,自 他 覚 症 状 が 消

失,有 効 と判 定 した。

症例No.778歳,女 性,急 性 腎孟 腎炎 。

心不全 に て加 療,膀 胱 内 カ テ ー テ ル留 置 中 で あ っ た

が,発 熱(38℃),尿 蛋 白陽 性,尿 中 にP.mirabilis,

E.cloacae,S.faecalisを 検 出,本 剤(0.5g×2×5日)

を投 与 した。 投 与 翌 日に は 解 熱,自 他 覚 症 状 の 改 善 を 認

め著 効 と判 定 した。

3.胆 道 系 感 染 症(症 例No.8～10)

症 例No.884歳,男 性,急 性 胆 嚢 炎 。

5日 来 の悪 心,嘔 吐,右 上 腹 部 痛 を 主 訴 と して 来 院,

白血 球数13,500,血 沈 値54mm(1時 間)で 腹 部 超

音波 にて急 性 胆 嚢 炎 と診 断,本 剤(1g×2×10日)を 投

与す る。 本剤 投 与 に て 自他 覚症 状 の 改善 を 認 め 有 効 と判

定す る。

症 例No.9 81歳,女 性,急 性 胆道 炎 。

4日 来 の右 上 腹 部痛(圧 痛),発 熱(38℃),悪 感,戦

慄,黄 疸(総 ピ リル ビ ン5.4mg/dl)を 主 訴 と して入 院 。

急性 胆道 炎 と診 断,本 剤(1g×2×8日)を 投 与 す る。 投

与3日 目で圧 痛 消失,8日 目に,ビ リル ビ ン値 は正 常 化

し著 効 と判 定 した。

症 例No.10 73歳,女 性,慢 性 胆 嚢 炎 。

慢性 腎 不全 の ため 血 液 透 析 を 行 な っ て いた 。 慢 性 胆 嚢

炎が あ り,外 胆 嚢 瘻 を お き,週1～2回 洗 浄 中 で あっ た

が発熱(39.2℃),右 上 腹 部 痛 も 出 現 した た め 入 院 とな

る。本 剤(1g×1×7日)投 与 に て,自 他 覚 症 状 消 失 した

ため有 効 と判 定 した。

III.副 作 用(Table2)

自他 覚 症状 と して症 例No.5に 下 痢 を 認 め た が 投 与 を

中止す るほ ど の も ので は なか った 。 またMT-141投 与

前 後 におけ る臨 床 検 査 値 異 常 と して,直 接 本 剤 に よ る も

の と思わ れ る もの は な か った 。

IV.考 案

以 上臨 床 効果 を ま とめ てTable3に 示 した 。 著 効3,

有効6,や や 有 効1,無 効 例 は な か った 。 有 効 以 上 は10

例中9例 あ り,有 効 率90%で あ る。 ま た 細菌 学 的 に は,

Table4に 示 した よ うに,P.mirabilis,E.coli,E.

cloacae,S.faecalis,Serratiaな どは 除 菌 され た が,症

例10で 検 出 され たSerratia,Klebsiella,Citrobacter,

Bacteroidesは 不 変 で あ った 。 今 回 治 験 を 行 な った10

例中9例 に有 効 以 上 の 臨 床 効 果 が 得 られ,副 作 用 もみ る

Table 3 Clinical efficacy of MT-141

Efficacy rate 9/10(90%)

RTI:Respiratory tract infection

UTI:Urinary tract infection

BTI:Biliary tract infection

Table 4 Bacteriological effect of MT-141

べきものがないことから本剤は有用性の高い抗生剤 と考

えられた。
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CLINICAL STUDY ON MT-141

TETSURO UKAI,SUMIO YAMAOKA,YOSHIJI YAMANE and KEIMEI MASHIMO

Department of Internal Medicine,Tokyo Koseinenkin Hospital

MT-141,a new antibiotic of the cephamycin group,was employed in the treatment of various
infectious diseases,and the drug's clinical efficacy was investigated.MT-141 was administered to 4

patients with respiratory tract infections,3 patients with urinary tract infections and 3 patients with
biliary tract infections,or 10 cases in total.The results of the evaluation of the clinical efficacy
of MT-141 were 3"excellent" cases,6"good" cases and 1 "fair" case.The efficacy rate was thus 90%.
Diarrhea was observed in one patient as a side effect,but no abnormal values were found in the
laboratory tests.


